
本表の並び順について
　　　　「大学」（足立区での開設順）　放送大学　東京藝術大学　東京未来大学　帝京科学大学　東京電機大学　文教大学
　　　　　「主な対象者」（年齢を基準に区分）　幼児　小中学生　高校生　大学生　高齢者　全区民　など　　　　　※対象者が上記区分をまたがる場合、主な対象者を優先

No 大学名
主な
対象者

事業名 学部 個人名 事業概要 実施方法 実施日
参加
人数

1 高齢者 常東地域あんしん拡大推
進会議

エンロールメント・
マネジメント局

阿部央雄専門課長

11/17に常東地域あんしん拡大推進会議を開催した。常東地区の住民や事業所を対象にグ
ループワークを行い、災害について話し合いを行った。災害時の住民の困り事、不安な事、
今後どのような街にしていきたいかを話し合った。今回の会議の前に運営委員による打ち合
わせを数回実施。未来大学も常東地区の機関として参加していただき一緒に検討を行った。

対面 11/17、3/14 42

2 東京未来大学外部評価委
員会

－ － 区職員が大学の外部評価員として、大学の理念・目的に関する事項その他を評価する。 対面 2/20 －

3 常東あんしん拡大推進会
議運営委員会

エンロールメント・
マネジメント局

阿部央雄専門課長 常東あんしん拡大推進会議に向けた会議の運営、内容について検討 オンライン
6/13、10/11、
2/15 21

4
小中
学生

小学生理科作品発表会
教育人間科学部
学校教育学科

小池守教授

小学生が関心のあるテーマについて深く調べて、作品（A3用紙２枚）を区へ提出。審査会で
一人、優秀賞を選び、東京都へ提出する。
小池教授は平成26年度から理科安全教育研修会の講師を依頼しており、審査及びコメントを
お願いした。

対面 9/28 38

5 高齢者 地域ケアネットワーク
医療科学部医療
福祉学科

山田健司教授
医療福祉学科の学生による千住便利隊と千住見守隊の一年間の活動について、地域資源と
して地域のケアマネジャー等と情報共有を図る

対面 1/19 100

6 パークミーティング － －
桜花亭主催の地域の会議。文教大学地域連携課も出席のうえ、地域の各種イベントの情報
を共有した。

対面
6/27、9/29、
2/27

60

7 経済活性化会議
経営学部経営学

科
鈴木誠教授

足立区経済活性化基本条例第８条に基づき設置される区長の附属機関。経済活性化基本
計画に関する調査・審議を行う。

対面 7/10、1/30 20

8

東京藝術大
学/東京未
来大学/帝
京科学大学
/東京電機
大学/文教
大学

大学祭等の実行委員の情
報交換会

－ －
実行委員が一堂に集まり、お互いの大学祭に関して情報交換を実施。区からはあだち広報
等、大学祭の周知に協力できる支援を説明した。

対面 6/21、12/21 38

9

東京藝術大
学/東京未
来大学/帝
京科学大学
/東京電機
大学/文教
大学

令和５年度　第2回　区政
を語り合う会～区内大学生
と語り合う～

－ －
区内大学の大学生から足立区や地域とのかかわり、また足立区の魅力についての意見をい
ただき、今後の区政運営の参考とする。

対面 12/6 10

10

放送大学・
千葉大学/
東京未来大

学

高齢者 孤立ゼロプロジェクト推進
事業

－
宮本みち子名誉教授/

角山剛教授

孤立ゼロプロジェクト推進連絡会の委員として助言等を行っている。
（一人暮らし高齢者の孤立対策、絆のあんしん協力員や町会・自治会の方の見守り意識の向
上という視点から）

対面 2/1 25

11
東京未来大
学/帝京科
学大学

教育利用研究会

こども心理学部こ
ども心理学科/こ
ども学部幼児保

育学科

高橋文子准教授/小林
祐一准教授/木場有紀

准教授

教育に関する実務者や専門家と協力し、生物園での環境教育プログラムの開発を行う。
引き続き新規プログラムの開発を行う。

対面
7/14、9/14、
11/30、2/19

41

12 六大学 実務者会議 － － 各大学の実務者と区で情報共有を行う。 対面
7/14、11/17、
3/28

63

東京未来
大学

－

帝京科学
大学

文教大学 －

大学生

－
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